
〇第 2火曜日休館
11/3（金・祝）、 11/26（日）はコンサート開催のため正午にて閉場
その他当館主催事業等により時間閉場の場合があります
年末年始休館＝12 月 29 日～1月 3日

午前 10 時ー午後５時 会 場 /もりおか啄木・賢治青春館 2階展示ホール

観覧無料

主　　催　もりおか啄木･賢治青春館　公益財団法人盛岡観光コンベンション協会
後　　援
岩手日報社/IBC岩手放送/テレビ岩手/めんこいテレビ/岩手朝日テレビ/盛岡タイムス社/ラヂオ・もりおか/岩手ケーブルテレビジョン/
朝日新聞盛岡総局/ 毎日新聞盛岡支局/読売新聞盛岡支局

テラコッタピンク 本町通 盛岡（部分）　F30 油彩 2023 年

＜ギャラリートーク＞
〇 12 月 16 日（土）　午後 2時～
〇 当館 2階展示ホール
〇 20名程度  （予約不要・直接会場へお越しください）

2023.10.27金→2024.1.21日

展
もりおか啄木・賢治青春館第 回企画展

加藤祐子
楽  論  Ｖ
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もりおか啄木･賢治青春館もりおか啄木･賢治青春館

〒020-0871 盛岡市中ノ橋通一丁目1-25

まちの土、時間と記憶

古びた壁の色やシミ、汚れやほこりそして、錆。
少し湿気て、ひんやりとした空気。
時代を超えて存在する何か、いろんなものを内包する。
文化を育む土の豊かな暗さ、豊かな重さ。
移り変わる時代と共に、消えていこうとしているもの。
それは、まちの人にとっての土。

1. コンポーズブルー　材木町・盛岡　F30 油彩 2023 年
2. イエローオーカー　材木町・盛岡　F30 油彩 2023 年
3. 弁柄　菜園・盛岡　F30 油彩 2023 年
4.ヴィリジアン　仙台駅前・仙台　F30 油彩 2020 年
5. 黄 /緑　築地・東京　F30 油彩 2018 年
6. 緑青 1　築地・東京　F30 油彩 2019 年
7. 黄　仙台銀座・仙台　F30 油彩 2020 年
8. ベージュ　池袋・東京　F30 油彩 2019 年
9. 灰　一番町・仙台　F30 油彩 2019 年
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街の片隅に残る古い壁を描いた「まちの土」は、
2016 年頃から追いかけてきたテーマです。
いつか消えていくその存在の痕跡が、
ほんの少しでも残っていくように。
そんな思いで描きました。

もりおか
啄木･賢治青春館 TEL&FAX 019-604-8900

https://www.odette.or.jp/seishunkan/
E-mail:seishunkan@odette.or.jp

2023 年 8 月　加藤祐子

国指定重要文化財

略歴　加藤　祐子　Kato  Yuko
1973年　仙台市に生まれる

1996年　岩手大学教育学部特別教科教員養成課程卒業後、渡仏

2000年　トゥールーズ高等美術学校卒業（フランス）

2003年、2006年　個展、ギャラリー彩園子 I  （盛岡）

2006年　岩手県美術選奨受賞

2017年　極彩色週間　細川幸子・加藤隆・加藤祐子美術工芸作品展

　　　　旧石井県令邸（盛岡）

2018年　追廻無番地　小原育雄　小原侃　加藤祐子　作品展

　　　　宮城県美術館県民ギャラリー1（仙台）

2020年　個展、楽論Ⅲ　盛久ギャラリー（盛岡）

　　　　個展、楽論Ⅲ  仙台ver.　 SARP仙台アーティストランプレイス（仙台）

2022年　個展、iwateコンテンポラリーアートvo1. 9-3  加藤  祐子　  楽論Ⅳ

　　　　萬鉄五郎記念美術館「八丁土蔵ギャラリー」（花巻）

　　　　個展、楽論Ⅳ　sendai   ver.　 SARP仙台アーティストランプレイス（仙台）

　　　　現在、制作活動中

楽論V


